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１ 適用範囲

本仕様書は 、風向指示器 （以下 「吹流し 」 と い う 。 ） を照明する脆弱型の ２型風

向灯 （以下 「灯器 」 とい う 。 ） に適用する 。

２ 適用法規及び規格

(1) 航空法施行規則 （昭和 ２ ７年 ７月 運輸省令第５ ６号 ）

(2) 日本工業規格 （ Ｊ Ｉ Ｓ ）

(3) 関 連 仕 様 書

航空照明用接手仕様書 防灯仕第１ ６ ０号

航 空 障 害 灯 仕 様 書 防灯仕第２ ４ ３号

３ 用語の定義

(1) 灯 光 ： 灯器によって得られる光色の不動光をい う 。

(2) 定格電圧 ： 光源及び機器に表示された電圧をい う 。

(3) 定格電力 ： 光源及び機器に表示された消費電力をい う 。

(4) 脆弱構造 ： 灯器に航空機が接触した場合に 、航空機に与える損傷を最小

にするよ う な構造をい う 。

(5) 内 照 式 ： 吹流しの照明を 、吹流しの内部に設けた照明器具で行 う方式

をい う 。

(6) 外 照 式 ： 吹流しの照明を 、吹流しの外部に設けた照明器具で行 う方式

をい う 。

４ 灯器の種類

本仕様書に規定する灯器の種類は、表 １の とお り とする 。

表 １ 灯 器 種 類

型 式
a)

総 高 さ (m) 吹流し高さ (m) 吹流し照明方式

２Ａ Ｌ型 ５ .４ 以下 約 ４ .５ 内照式

２ ＡＨ型 ６ .４ 以下 約 ５ .５ 内照式

２ Ｂ 型 ８ .１ 以下 約 ５ .５ 外照式
２ Ｂ－Ｄ型

注 a) 型式は、次によ る 。

例 ２ Ｂ － Ｄ

第 １項 第 ２項 第 ３項 第 ４項

（第 １項 ） ２ ： ２ 型風向灯

（第 ２項 ） Ａ ： 内照式 Ｂ ：外照式

（第 ３項 ） Ｌ ： 小型 Ｈ ：大型

（第 ４項 ） Ｄ ： Ｌ Ｅ Ｄ 光源
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５ 基本性能

５ .１ 光学性能

吹流しの指示する方向及び円形帯は 、夜間において少な く と も ３ ０ ０ ｍの上空

から明瞭に視認できる もの とする 。

５ .２ 電気的特性

(1) 灯器の定格電圧は 、 １ ０ ０ v と し 、 導電部は充分な通電容量を有する もの と
する 。

(2) 灯器の定格電力は 、次を標準とする 。

２ Ａ Ｌ型 （吹流し照明灯及び円形帯照明灯 ） ・ ・ ・ 合計 1,000w 以下
２ＡＨ型 （吹流し照明灯及び円形帯照明灯 ） ・ ・ ・ 合計 800w 以下
２ Ｂ型 （照明器具 ） ・ ・ ・ 合計 800w 以下
２ Ｂ－Ｄ型 （照明器具 ） ・ ・ ・ 合計 200w 以下
航 空 障 害 灯 ・ ・ ・ 防灯仕第 243 号 航空障害灯仕様による

５ .３ 動作特性

(1) 吹流しは、ポ－ルの周囲を自由に回転するこ とができ 、 １ .５ m ／ ｓ ｅ ｃ 以上
の風速のと き真の方向を示すもの とする 。

(2) ポ－ル支持枠は、吹流し 、照明器具及び航空障害灯を低い位置に移動し

て 、地上で清掃、電球交換等の保守作業ができる構造 とする 。

５ .４ 耐環境特性

灯器は 、次の条件下で連続使用し て も変形及び歪み等を生 じ ない も の と す

る 。

(1) 灯器は、周囲温度－ ３ ０℃～＋ ５ ５℃の環境下において連続使用ができ る

ものの とする 。

(2) 完全に組立てられた灯器については、 ３ ５ m ／ sec の風速に 、吹流しを外し
た灯器について ４ ５ m ／ sec の風速に耐え 、 また 、すべての天候下における
屋外使用ができる ものとする 。

５ .５ 耐航空機特性

灯器は 、航空機が接触した場合 、航空機が受ける損害を最小 とする脆弱構造

とする 。

５ .６ 標準構成

灯器は、図 １及び図 ２に示す次の部分から構成されているもの とする 。

(1) 吹流し
(2) 吹流し支持枠
(3) ポ－ル
(4) 照明器具

内照式では吹流し照明器具 と円形帯照明器具 、外照式では両者を

兼ねるもの 。
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(5) 航空障害灯
(6) ロ－ タ リ－コネ ク タ装置 （内照式のみ ）
(7) ポ－ル支持枠
(8) 可 折 部

(9) 基 台

６ 仕様及び細部性能

６ .１ 吹流し

(1) 吹流しは、別表 １に示す材料を使用し 、形状及び寸法等の詳細は、図 ５に

よ る もの とする 。

(2) 両端の直径は各 １ .０ m 、 ０ .３ m と し 、全長は ３ .５ m とする 。

(3) 縫いピ ッチは、 ２ .５ cm 当た り ７～ １ １目 と し 、縫目は上下糸の張力が均一
で糸のつれ、たるみ 、目飛び又は糸切れ等のないもの とする 。

また 、縫いつなぎは １ .０ cm 以上の重ね縫いとする 。
(4) 特別の道具を使用するこ とな く容易に取外しができるよ う 、鳩目 ２ ８個以上

を等間隔に設け 、吹流し入口を紐によ り吹流し支持枠に取付ける もの とする 。

(5) 吹流しの取付け部分などで 、金属部分と擦れやすい箇所は同質の善意材

料で二重に補強する 。

(6) 吹流しの取付け部分付近に黒色の容易に褪色しないイン クで 、品名 、製造

者名、製造年月、製造番号を直接押印するもの とする 。

６ .２ 吹流し支持枠

(1) 吹流し支持枠は、常時吹流し入口を開いた状態に保持するもので 、直径

１ m の円筒形とする 。
(2) 吹流し支持枠は、ポ－ルを軸と して自由に回転できるよ うベア リ ング等を使

用してポ－ルに取付け 、可動部分には塵埃や水分が侵入しないよ う適切な

遮断装置を設けるもの とする 。

６ .３ ポ－ル

(1) ポ－ルは吹流し 、照明器具及び航空障害灯を支持するもので 、ポ－ルを倒

し吹流し等を低 く して交換できるよ うに 、回転軸にてポ－ル支持枠に取付け

固定する構造 とする 。

(2) ポ－ルの材質は、 30kgf ／ mm2 （ 290N ／ mm2 ） の抗張力を有する Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ３

４ ４ ４ （ 一般構造用炭素鋼管 ） に規定 された （ 継目無鋼管 ） を使用する 。

(3) ポ－ルは回転軸を中心と して容易に回転ができる もので 、ポ－ルの下部に
は回転軸を中心 と してポ－ルの上下の重さが釣 り合 う よ う な重量の錘を取付

ける 。

(4) ポ－ルを倒して吹流し等を低 くする場合、ポ－ルが適切な位置で止まるた

め及び接手部で破断した と きの飛散防止対策と して 、ポ－ル下端と基台 との

間に鎖を設けるもの とする 。

６ .４ 照明器具

照明器具は 、吹き流 し 、並びに円形帯を照明し 、必要な照度を与える もの

で 、その詳細は次の各項による もの とする 。
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６ .４ .１ 内照式

(1) 吹流し用器具は吹流し内に 、円形帯用器具は吹流し外に設置する 。

(2) 吹流し外面の輝度は 、図 ４に示す最低輝度以上とする 。

６ .４ .２ 外照式

(1) 吹流しと円形帯の両照明用で、吹流し上部に設置する 。

(2) 吹流し中心を含む水平面の水平照度は図 ３に示す最低輝度以上とする 。

６ .４ .３ 円形帯照度

円形帯全面の照度の平均値は１ ０ lx 以上とする 。

６ .４ .４ 光 源

電球 （ ２ Ａ Ｌ型 、 ２ Ａ Ｈ型 、 ２ Ｂ型 ） は 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ７ ５ ０ １ （ 一般照明用電球 ）又は

Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ７ ５ ２ ５ （ 反射形投光電球 ）に規定するものを使用する 。

Ｌ Ｅ Ｄ （ ２ Ｂ－Ｄ型 ）は 、 メーカー標準とする 。

なお 、配光は航空機にまぶし さを与えないもの とする 。

６ .５ 航空障害灯

灯器は 、 「航空障害灯仕様書 」 （ 防灯仕第 ２ ４ ３号 ） に よ る もの と し 、 ２ Ａ Ｌ型 、

２ Ａ Ｈ型 、 ２ Ｂ型はＯＭ－ ３ Ａ型 、 ２ Ｂ － Ｄ型は又はＯＭ－ ３ Ｃ型航空障害灯と

し 、最頂部に設置する 。

６ .６ ロ－タ リ－コネク タ装置

内照式において 、吹流しの方向がどのよ う に変化して も 、照明器具に必要

電力の供給ができる もの とする 。

６ .７ ポ－ル支持枠

(1) ポ－ル支持枠の材質は、 30kgf ／ mm2 （ 290N ／ mm2 ） の抗張力を有する

Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ３ ４ ４ ４ （ 一般構造用炭素鋼管 ） に規定された （継目無鋼管 ） を使用

す る 。

(2) 支持枠は回転軸に よ り ポ－ル を取付け 、 ポ－ル を倒 し た位置で固定で き 、

下部に接手を取付ける構造で適切な脆弱性を有するものとする 。

(3) 脆弱性の基準は 、吹流し部に水平に 58kgf （ 560N ） の ３ 倍の荷重を加えても
倒壊するこ とな く 、 これを越える可及的小さい荷重で倒壊するもの とする 。

この確認は計算によ り代える こ とができる もの と し 、計算は次による 。

吹流し部に水平に 58kgf （ 560N ） の力が加わった とき 、接手に生ずる最大
応力が接手の破断してはいけない荷重と して規定された荷重が接手に加わっ

た ときに接手に生ずる最大応力の 、 １／ ３から １／ ５以内とする 。

６ .８ 可折部

各支柱脚部には、 「航空照明用接手仕様書 」 （ 防灯仕第 １ ６ ０号 ）に よ る Ｆ－

２型接手を ３～ ４個使用し 、 コ ン ク リ－ ト基礎に固定された基台に取付ける構

造 とする 。
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６ .９ 基 台

(1) 基台は、厚 さ 20mm 以上の鋼板を使用し 、可折部のＦ－ ２型接手を確実に
装着できるねじが加工されたもの とする 。

材料は耐食性に優れたもの 、又は溶融亜鉛めっきを施したもの とする 。

(2) 基台は、 コン ク リ－ ト基礎に埋込まれたアンカ－ボル トによ り確実に固定す
る方式とする 。

６ .１ ０ 配 線

(1) 地上よ り約 １ｍの位置に 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ８ ３ ７ ０ （ 配線用遮断器 ）に規定された ２

Ｐ ３ ０ Ａの配線用遮断器を収納した防水型開閉器箱を設ける 。

(2) 開閉器箱よ り灯器への配線には、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ３ ３ ２ ７ （ ６ ０ ０ Ｖ ゴムキ ャブタイヤ

ケ－ブル ） に規定された ２種 Ｅ Ｐ ゴ ム絶縁ク ロ ロプレ ンゴ ムキ ャブタ イヤケ－ブ

ル （ ２ Ｐ Ｎ Ｃ Ｔ ） ２芯 2mm2 を使用する 。

(3) 外部に露出する配線は 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ８ ３ ０ ５ （ 鋼製電線管 ）又は Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ８ ３ ０ ９

（ 金属製可と う電線管 ）に よ り保護するもの とする 。

６ .１ １ 塗 装

金属部分等の表面の塗装色は 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｗ ８ ３ ０ １ （ 航空標識の色 ）に規定され

た標識色 （航空黄赤色 ） とす る 。

７ 試 験

７ .１ 外観 ･構造

構造 ・寸法 、仕上げ 、塗装、動作等が本仕様書に適合する もの とする 。

７ .２ 風向指示試験

１ .５ ｍの風速で試験を行い、吹流しの方向は真の方向に対して± ５°以内と
する 。 なお 、適当な風速 、風向が得られない場合は、次の方法で代行するこ とが

できる もの とする 。

吹流し を取付けた状態で 、ポ－ルの垂直軸よ り １ ３ cm の点の接線方向に 22kg
f･cm （ 215N ） の力を加えた と き 、吹流しがポ－ルの周囲を自由に回転でき る もの
とする 。

７ .３ 防水試験

Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ０ ９ ２ ０ （ 電気機械器具の防水試験及び固形物の侵入に対する保

護等級 ）の う ち ［ 保護等級 ・ ４ 、 種類 ・ 防 まつ形 ］ に よ り試験を行い 、灯器の内

部に正常な動作を阻害する浸水がないもの とする 。

７ .４ 光学試験

定格電圧によ り点灯が安定状態 となった後試験を行い 、図 ３に示す照度及

び図 ４に示す輝度に適合するもの とする 。

７ .５ 絶縁抵抗試験

次項の耐電圧試験の前後 、光源及び導電部一括 と灯体 （非導電部 ）間を ５
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０ ０ v 絶縁抵抗計で測定した と き 、 ３ ０ M Ω以上とする 。

７ .６ 耐電圧試験

導電部一括と灯体 （非導電部 ）間に周波数 ５ ０ Hz 又は６ ０ Hz の正弦波に近
い交流電圧１ ,５ ０ ０ v を １分間印加したと き 、 これに耐えるものとする 。

７ .７ 耐風圧試験

試験は次の方法で代行するこ とができる もの とする 。

完全に組立て られた風向灯を固定 された基台に取付け 、吹流 し支持枠取

付け部の中央にポ－ルと直角の方向に 58kgf （ 560N ） の静荷重を 10 分間加
えたと き 、変形及び歪みを生じないもの とする 。

７ .８ 脆弱性試験

６ .７項及び ６ .８項の脆弱構造に適合する ものとする 。

７ .９ 照度試験

完全に組立て られた風向灯の円形帯照明器具について 、下記の要領で照

度を測定した と きの平均値は １ ０ lx 以上とする 。
基台水平面において 、風向灯中心よ り半径 8.25m の円周上を中心角５度以

内に分割した 360 度を円形帯照明器具数で除した範囲内の各点の照度を測
定する 。

８ 検 査

立会い検査は 、原則 と して監督官立会いの うえ行 う もの と し 、項目は表 ２の とお

り とする 。

表 ２ 検査の項目

種 別 Ａ 欄
Ｂ 欄 備 考

検 査 項 目 (ア ) (イ )

7.1 外 観 ・ 構 造 全 数 全 数 ○

7.2 風 向 指 示 ○

7.3 防 水 ○

7.4 光 学 ○

7.5 絶 縁 抵 抗 全 数 全 数 ○

7.6 耐 電 圧 全 数 全 数 ○

7.7 耐 風 圧 ○

7.8 脆 弱 性 ○

7.9 照 度 ○

注 1 Ａ欄 (ア )に原則と して監督官立会いの うえ行 う検査項目を 、Ａ欄 (イ )
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に製造者が社内において行 う試験 ・検査項目を 、 Ｂ欄に製造者が同

一設計で最初の製品について行 う試験 ・検査項目を示す 。

2 Ｂ欄○印は、試験 ・検査の実施を示す。

９ 表示及び梱包

９ .１ 表 示

９ .１ .１ 灯体表示

灯体には、次の事項を表示した銘板を取付けるもの とする 。

型式 ・品名

製 造 年 月

製 造 番 号

製 造 者 名

９ .１ .２ 梱包表示

梱包の ２面体には 、適当な方法で次の事項を表示する 。

型式 ・品名

製 造 者 名

９ .２ 梱 包

運搬中損傷しないよ う 、 充分な強度を有する木箱等の適切な方法で梱包する 。

９ .３ 取扱説明書

灯器及び内部構成部品の組立又は設置についての必要な取扱説明書を提

出する 。

９ .４ 工具類

灯器及び内部構成部品の組立 、施工又は保守管理に特殊工具が必要な場合

には付属するもの とする 。







注 ※）
照明器具：2B型　白熱電球
　　2B-D型　LED
航空障害灯：2B型　OM-3A型
　　2B-D型　OM-3C型

※）

※）






